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今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
の
は
、
建
築
模
型
を
手
が
け
る

ス
ケ
ー
ル
モ
デ
ル
・
ジ
オ
の
佐
藤　

実
さ
ん
で
す
。
こ
れ

ま
で
、
数
多
く
の
建
築
模
型
を
制
作
し
、
実
際
の
建
物
の

形
状
の
み
な
ら
ず
質
感
ま
で
も
忠
実
に
再
現
す
る
県
内
初

の
模
型
工
房
を
設
立
し
た
匠
で
す
。

　

市
内
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、「
本
宮
空

手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
で
す
。

　

本
宮
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
昭
和
61
年
に
認
可
さ
れ

ま
し
た
。
活
動
の
歴
史
は
古
く
、

昭
和
46
年
に
創
立
さ
れ
た
社
団

法
人
日
本
空
手
協
会
本
宮
支
部
・

少
年
部
が
そ
の
母
体
で
す
。
団

員
は
小
学
２
年
生
か
ら
高
校
生

ま
で
31
名
お
り
、
今
年
４
月
の

昇
段
審
査
に
合
格
し
た
人
を
含

め
、
11
名
の
少
年
有
段
者
が
お

り
ま
す
。

　

稽
古
は
、
正
座
・
礼
か
ら
始
ま

り
、
準
備
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
の

後
、
指
導
員
の
先
生
の
指
導
の
も

と
に
、「
人
格
の
完
成
に
努
め
る
」

「
努
力
の
精
神
を
養
う
」「
礼
儀

を
重
ん
ず
る
」
の
教
え
を
胸
に
、

立
ち
か
た
、
突
き
、
蹴
り
の
基
本

技
の
習
得
を
重
点
に
、
さ
ら
に
は

形
、
組
手
へ
と
進
み
ま
す
。
最
後

は
全
員
正
座
、
め
い
想
、
道
場
訓

唱
和
、
礼
で
終
わ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
大
会
は
、
県
南
地

区
大
会
、
県
大
会
、
東
北
地
区

大
会
、
全
国
大
会
な
ど
が
あ
り
、

毎
年
多
く
の
団
員
が
出
場
、
活

躍
し
好
成
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
に
行
わ
れ
た
県
大
会

で
は
、
２
名
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
北
大
会
（
盛
岡
）
で
は
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《パーソナリティ紹介》
◆ラジオネーム ：
　　　　　　遊佐　徹
◆本　　名：遊佐　徹
◆出　　身：本宮市
◆趣　　味：寝ること
（いつでも、どこでも、

だれとでも）
◆担当番組：ドラムでポン！
　　（毎週月曜日　午後９時 30分～）
◆リスナーに一言：　
　「ブラスバンドのコーナーもあるよ！！皆さんのサー
クルにおじゃまするかも？そのときはよろしくネ！」

エフエ ム モ　ッ　ト コム

あの声は、私です…

３
名
が
入
賞
（
３
位
、
５
位
、
８

位
）
し
ま
し
た
。
宮
城
県
利
府

町
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に

は
、
県
代
表
と
し
て
８
名
（
男
子

５
名
、
女
子
３
名
）
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

私
た
ち
の
稽
古
は
つ
ら
く
、
厳

し
い
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
努
力

を
し
て
色
々
な
技
や
難
し
い
形
を

覚
え
る
こ
と
は
、
と
て
も
楽
し
い

こ
と
で
す
。

　

最
近
、
保
護
者
の
方
も
、
団

員
の
熱
心
な
稽
古
の
様
子
を
見

て
、
自
分
も
空
手
を
や
っ
て
み
よ

う
と
習
い
始
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
私
た
ち
と
一
緒
に
、

日
本
古
来
の
武
道
で
あ
る
「
空

手
」
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　渡辺さんは、「山登りを本格的に始めたの
は、ここ６年くらい」というが、登山歴は
実に40年。年に９回くらいは山に登る。取
材の日の前日まで八ヶ岳に行ってきたばか
りという。「登山も楽しいが、山で花の写真
を撮るのが一番の楽しみ」という。
　また渡辺さんは、地元に貢献したいとい
う思いから、十五夜に行う地元の祭り「豊
年踊り」を24年ぶりに復活させるきっかけ
をつくった。渡辺さんは、地元を愛し人と
のつながりをとても大切にする方であった。

け
た
こ
と
に
、
同
級
生
の
皆
さ
ん

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
楽
し
み
は
、
白
岩
中
学
校

同
級
会
・
同
級
生
の
「
あ
さ
ひ
で

会
」、
同
級
生
友
人
の
「
一
心
会
」、

６
年
３
組
の
ク
ラ
ス
会
、
稲
沢
分

校
の
同
級
会
、
登
山
の
「
エ
ー
デ

ル
ワ
イ
ス
」、
絵
手
紙
の
「
し
ら
さ

わ
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
」、
山
野
草
の

「
花
と
緑
を
愛
す
る
会
」「
花
の
写

真
」
等
々
友
人
知
人
と
の
集
い
が

私
の
生
き
が
い
で
す
。

　

ア
ジ
サ
イ
病
は
５
月
か
ら
８
月

に
罹
る
病
気
で
、
ア
ジ
サ
イ
な
し

で
は
生
き
ら
れ
な
い
心
の
病
で
す
。

私
は
６
年
前
頃
に
発
病
し
ま
し
た

が
、
治
療
方
法
は
な
く
、
医
者
も

居
ま
せ
ん
。
９
月
頃
に
な
る
と
病

も
和
ら
ぎ
ま
す
の
で
諦
め
て
い
ま

す
。

　

後
遺
症
の
お
蔭
で
、
現
在
土
手

に
ア
ジ
サ
イ
を
千
株
植
え
ま
し
た
。

畑
に
２
千
株
移
植
し
、プ
ラ
ン
タ
ー

に
千
五
百
本
休
植
し
、
今
年
も
プ

ラ
ン
タ
ー
に
挿
し
芽
３
千
６
百
本

挿
し
ま
し
た
。
目
標
は
土
手
に
１

万
株
植
え
る
事
で
す
。
健
康
で
あ

れ
ば
あ
と
５
年
で
達
成
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

土
手
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
見
立
て

て
孫
の
名
前
「
ス
ズ
ノ
シ
ン
」「
コ

コ
ロ
」「
ア
ツ
ヤ
」「
ナ
ツ
キ
」
を
ア

ジ
サ
イ
で
描
き
た
い
。
現
在
ど
ん

な
色
で
染
め
た
ら
と
調
色
思
案
中

で
す
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　

来
月
は
、
増
子
未
幸
さ
ん
（
関

下
字
上
屋
敷
）
の
予
定
で
す
。

「アジサイ病」

　

今
年
２
月
の
「
還
暦
を
祝
う

会
」
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
実

行
委
員
長
と
し
て
、
委
員
の
皆

さ
ん
の
協
力
で
盛
会
に
終
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
こ
と
同
級
生

の
皆
さ
ん
ま
た
、花
を
添
え
て

頂
い
た
恩
師
の
先
生
方
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
幸

せ
者
で
す
。「
初
老
の
祝
」
の
時

も
実
行
委
員
長
と
し
て
一
生
に
一

度
の
行
事
を
二
度
も
お
役
を
頂

私の随想録

スケールモデル・ジオ
佐藤　実

（糠沢字小田部）
TEL 44－4462

渡辺 喜盛さん
YOSHIMORI WATANABE

（稲沢字堂ノ入）

今月の人

ろのひひろばばここどどもも
「本宮空手道スポーツ少年団」
登録者数：39 人
活 動 日：（月曜日）PM7：00～ 9：00本宮体育館
　　　　　（金曜日）PM7：00～ 9：00総合体育館
　　　　　※都合により会場を変更することがあります。
連 絡 先：代表（団長）川名　清
電　　話：34－2664

▲手にしているのは、実際に模型製作に関わった人工衛星「かぐや」。

▲（写真上）お客さんの新築の
記念にと制作した古民家。
　（写真下）旧和木沢中学校の
復元模型。校庭など細部まで
丁寧に再現されている。

　

今
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
全
盛
の
時
代
。
で
も
昔
は
男
の
子
な

ら
誰
で
も
プ
ラ
モ
デ
ル
が
好
き
だ
っ
た
。
佐
藤
さ
ん
も
子
ど

も
の
頃
か
ら
プ
ラ
モ
デ
ル
は
大
好
き
で
よ
く
作
っ
て
い
た

が
、
職
業
に
し
よ
う
と
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
と
話
す
。

　

26
歳
の
時
、
た
ま
た
ま
目
に
し
た
広
告
か
ら
、
東
京
で

発
電
所
な
ど
の
建
築
模
型
を
製
作
す
る
会
社
へ
就
職
。
原

子
力
発
電
所
の
模
型
の
精
密
さ
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に

圧
倒
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
15
年
以
上
経
験
を
積
ん
だ
。

平
成
２
年
に
は
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た
「
花
の
万
博
」
の

会
場
模
型
を
何
日
も
か
け
て
製
作
し
、
最
後
は
徹
夜
で
仕

上
げ
た
。
そ
の
模
型
を
見
た
近
所
の
子
ど
も
た
ち
の
輝
く

目
を
見
て
、
子
ど
も
に
夢
を
与
え
る
仕
事
と
確
信
し
、
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
仕
事
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
と
い
う
。

　

平
成
４
年
に
は
実
家
の
都
合
で
、
白
沢
に
戻
り
県
内
で

は
初
と
な
る
建
築
模
型
の
製
作
工
房
を
設
立
。
模
型
製
作

を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
地
方
で
は
建
築
模
型

の
重
要
性
が
理
解
し
て
も
ら
え
ず
苦
労
し
た
と
話
す
。
ま

た
、
仕
事
を
も
ら
う
た
め
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
あ
る
仙
台
ま
で

通
っ
た
り
し
た
が
、
思
う
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
徐
々
に
公
共
施
設
や
民
間
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
建
築
模
型
の
仕
事
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
佐

藤
さ
ん
が
製
作
す
る
建
築
模
型
は
、
図
面
通
り
に
寸
分
た

が
わ
ず
、
そ
の
質
感
ま
で
も
本
物
の
よ
う
に
自
分
で
工
夫

し
手
作
り
す
る
。

　

今
、
佐
藤
さ
ん
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
目
指
し
て
い
る
も
の

が
あ
る
。
そ
れ
が
ヒ
ー
リ
ン
グ
ア
ー
ト
。
模
型
づ
く
り
の
技

術
と
、
指
先
の
器
用
さ
を
活
か
し
て
新
し
い
技
法
で
描
く
、

癒
さ
れ
る
鑑
賞
用
模
型
と
で
も
い
え
る
も
の
。
そ
れ
を
広

げ
て
い
く
の
が
匠
の
夢
で
も
あ
る
。


